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第 1 章： PMO アクセラレータへようこそ 
 

CA Clarity PPM PMO アクセラレータ リリース 14.2 アドイン（PMO アクセ

ラレータ）のリリース ノートへようこそ。 このアドインは、CA Clarity 

Project & Portfolio Manager（CA Clarity PPM）リリース 14.2 に基づいていま

す。 このドキュメントは、アドインの使用を開始する場合に役立ちます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

リリース 14.2 の新機能 (P. 8) 

新しいポートレットと強化されたポートレット (P. 9) 

属性の上書きおよびデータ ウェアハウス (P. 13) 

ビュー保護 (P. 13) 

サポート対象外となった属性 (P. 19) 
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リリース 14.2 の新機能 

このバージョンでは、以下の新機能および拡張機能を利用できます。 

■ PMO アクセラレータ アドインと組み合わせて使用する一連の 

Jaspersoft ドメインと Jaspersoft Studio レポートなど、新しい Jaspersoft 

［拡張レポート］コンテンツ。 

■ 含まれるドメイン： ［アプリケーション管理］、［カスタム マスタ オ

ブジェクト］、［会計管理］、［アイデア管理］、［投資管理］、［プ

ロジェクト管理］、［リソース管理］、および［時間管理］。 

■ 含まれるプロジェクト管理レポート： ［プロジェクト タイプ別 KPI］、

［プロジェクト タイプ別 KPI（ダッシュボード）］、［キー タスクと

マイルストーン ステータス］、［プロジェクト変更依頼の登録］、［プ

ロジェクトのコストおよび工数］、［プロジェクト問題の登録］、［プ

ロジェクト ポートフォリオ要約］、［プロジェクト リスクの登録］、

［プロジェクト リスク、問題、および変更サマリ］、［プロジェクト 

ステータスの詳細］、［プロジェクト ステータス レポート リスト］、

［プロジェクト ストーリーボード］、［プロジェクト タスク依存関係］、

および［トップ 50 プロジェクト ウォッチリスト］。 

■ 含まれる［投資管理］レポート： ［投資配分と割り当て］、［タスク

別投資割り当て］、および［投資ベースライン vs 計画（タスク別）］。 

■ 含まれる［リソース管理］レポート： ［キャパシティ vs 配置（OBS 別）］、

［キャパシティ vs 予約ステータス（OBS 別）］、［キャパシティ vs 需

要（リソース別）］、［キャパシティ vs 需要（ロール別）］、［配置

超過/過少（リソース別）］、［配置超過/過少（ロール別）］、［リ

ソースの配置と割り当て］、［タスク別リソース割り当て］、［リソー

ス利用可能時間］、［リソース ベースライン vs 計画（雇用形態別）］、

［リソース予測使用率］、［リソース予測使用率詳細］、および［リ

ソースのスキル］。 

■ 含まれる時間管理レポート： ［不足時間］、［マネージャ別リソース

時間レビュー］、［リソース時間の要約および詳細］、［時間の遵守

性］、および［時間遵守性の詳細］。 

■ 含まれる会計管理レポート： ［会計資本（投資別）］、［会計資本詳

細］、［会計予測レビュー（投資別）］、［会計予測レビュー（計画

グループ別）］、および［投資トランザクション クエリ］。 

■ 含まれる管理レポート： ［ユーザのアクセス権］、［ユーザ アクセス

権の詳細］、［ユーザ ライセンスおよびアクティビティ］、および［ユー

ザ ライセンスおよびアクティビティの詳細］。 
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■ 拡張レポート コンテンツで利用可能なドメインおよびレポートへの

権限を持つ Jaspersoft ロール： CSK_ROLE_ADMINISTRATION、

CSK_ROLE_ALL_REPORTS_DOMAINS、

CSK_ROLE_APPLICATION_MANAGEMENT、

CSK_ROLE_CUSTOM_MASTER_OBJECTS、

CSK_ROLE_FINANCIAL_MANAGEMENT、CSK_ROLE_IDEA_MANAGEMENT、

CSK_ROLE_INVESTMENT_MANAGEMENT、

CSK_ROLE_PROGRAM_MANAGEMENT、

CSK_ROLE_PROJECT_MANAGEMENT、

CSK_ROLE_RESOURCE_MANAGEMENT、および 

CSK_ROLE_TIME_MANAGEMENT。  

■ 19 言語の全面的なローカライゼーション サポート。 
 

新しいポートレットと強化されたポートレット 

リリース 14.2 では、以下のポートレットが追加または強化されました。 こ

れらのポートレットの詳細な説明については、［PMO アクセラレータ製
品ガイド」を参照してください。 

  

ポートレット名 新規 強化 変更なし 

トランザクション タイプ別実績値   X 

残高   X 

資本および業務予算 vs 予測   X 

資本および業務コストの要約   X 

変更依頼管理   X 

コストと工数ダッシュボード  X  

コストとスケジュールの概要   X 

現在の問題   X 

現在の問題のリスト   X 

フェーズ別アーンド バリュー分析   X 

投資コストとロール需要   X 

期間別投資コスト   X 

投資会計要約   X 
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ポートレット名 新規 強化 変更なし 

期間別投資計画   X 

投資スケジュール   X 

投資タイムシートのレビュー   X 

投資タイムシートの要約   X 

問題管理   X 

問題の優先度別表示   X 

問題リスト   X 

ステータス レポート遅延   X 

遅延タスクとマイルストーン   X 

マイルストーン   X 

ステータス レポート欠如   X 

マイ タイムシート   X 

概要プログラム フィルタ   X 

概要プロジェクト フィルタ   X 

概要スポンサー フィルタ   X 

未確定の見積もりのレビュー   X 

ゴール別計画利益   X 

ゴール別計画コスト   X 

プロジェクト タイプ別計画コスト   X 

ウォーターライン別計画コスト   X 

ゴール別計画 NPV   X 

ポートフォリオ資本および業務コスト分析   X 

ポートフォリオ資本および業務コスト   X 

ポートフォリオのコストと利益の分析   X 

全体的な健全性別のポートフォリオ コスト   X 

ポートフォリオ コスト   X 

ポートフォリオ ダッシュボード フィルタ   X 
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ポートレット名 新規 強化 変更なし 

承認別ポートフォリオ投資数   X 

ゴール別ポートフォリオ投資数   X 

タイプ別ポートフォリオ投資数   X 

ウォーターライン別ポートフォリオ投資数   X 

作業ステータス別ポートフォリオ投資数   X 

ポートフォリオ投資ダッシュボード フィルタ   X 

ゴール別ポートフォリオ計画コスト   X 

ゴール別ポートフォリオ計画 NPV   X 

ポートフォリオ ロール分析   X 

ゴール別ポートフォリオ ロール需要   X 

ポートフォリオ ロール   X 

ポスト済みトランザクション レビュー（投資）   X 

ポスト済みトランザクション レビュー   X 

プロセス ボトルネック   X 

プログラム マネージャ コスト ダッシュボード   X 

プログラム マネージャ スケジュール ダッシュ

ボード 
  X 

プロジェクト分析   X 

プロジェクト ベースライン   X 

フェーズ別プロジェクト コスト   X 

リソース別プロジェクト コスト   X 

タスク別プロジェクト コスト   X 

プロジェクト サイクル時間分析  X  

プロジェクト ドキュメント レビュー   X 

プロジェクト インジケータ   X 

OBS 別のプロジェクト KPI   X 

プロジェクト ライフサイクルのレビュー   X 
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ポートレット名 新規 強化 変更なし 

プロジェクト スケジュール   X 

リソース稼働ステータス   X 

月別リソース稼働率パーセント   X 

リスク管理   X 

ロールのキャパシティと需要   X 

ロールのキャパシティと需要ヒストグラム   X 

ゴール別ロール需要   X 

ウォーターライン別ロール需要   X 

スケジュールと進捗ステータス   X 

スケジュール ダッシュボード   X 

スケジュール パフォーマンス   X 

スケジュール パフォーマンスの詳細   X 

スタッフ配置   X 

スタッフ割り当て   X 

ステータス レポート インジケータ   X 

ステータス レポート リスト   X 

［ステータス レポート レビュー］フィルタ   X 

チーム キャパシティ   X 

チーム メンバー タスク要約   X 

チーム稼動ステータス   X 

タイムシート メモ   X 

タイムシートの概要フィルタ   X 

タイムシートのレビュー   X 

今後のマイルストーン   X 
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属性の上書きおよびデータ ウェアハウス 

以前のバージョンの PMO アクセラレータ によってインストールされた属

性は、PMO アクセラレータ の上位バージョンへのアップグレード時に上

書きされます。 名前、計算属性の式、［データ ウェアハウスに含める］

チェック ボックス、または表示マッピングを変更して、これらの属性を

設定した場合、設定が上書きされるため、アップグレード後に手動で再度

設定を行う必要があります。 これらの属性は、利益計画の詳細、アイデ

ア、投資、プロジェクト、およびステータス レポート オブジェクト上に

あります。 アップグレード時に上書きされる項目の一覧については、「自

動的にインストールされるアドイン項目 (P. 23)」を参照してください。 

PMO アクセラレータによってインストールされた属性の大部分では、

［データ ウェアハウスに含める］フィールドがチェックされています。 レ

ポートがこのフィールドに依存しているため、オフにはしないでください。 

PMO アクセラレータ属性の ID は、該当する列がデータ ウェアハウスで作

成されると名前が変更されます。 属性および対応する列名の全リストに

ついては、「Jaspersoft ［拡張レポート］の PMO アクセラレータ製品ガイ
ド」を参照してください。 

 

ビュー保護 

ビューを設定するために以前に Studio を使用したか、または別のアドイン

をインストールしてビューを設定した場合、PMO アクセラレータ アドイ

ンをインストールしても、これらの設定はそのまま残ります。 インストー

ル時に新しい内容または変更された内容で上書きされません。 既存の設

定を手動で変更するか、または PMO アクセラレータで提供される新しい

内容を適用するかを決定できます。 

このアドインによってインストールされたビューの変更を適用する方法

については、「アドイン項目のインストール (P. 34)」を参照してください。 

以下の表に、PMO リリース 14.2 で変更されたすべてのビューを示します。 

この情報で、既存のビューに手動で変更を加えるか、新しいビューを適用

するかを決定できます。 

  

オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

アプリケーション 
アプリケーションのプロパ

ティ 
  X 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 アプリケーション リスト   X 

 アプリケーション フィルタ   X 

資産 資産のプロパティ   X 

 資産リスト   X 

 資産フィルタ   X 

割り当て 割り当てのプロパティ   X 

 タスク割り当てリスト   X 

ベースライン 
ベースライン リビジョンの

プロパティ 
  X 

 
ベースライン リビジョン リ

スト 
  X 

 
ベースライン リビジョン 

フィルタ 
  X 

利益計画 利益計画プロパティ   X 

 利益計画リスト   X 

 利益計画フィルタ   X 

利益計画の詳細 利益計画の詳細プロパティ   X 

 利益計画の詳細リスト   X 

 
アイデア利益計画の詳細リス

ト 
  X 

 利益計画の詳細フィルタ   X 

 
アイデア利益計画の詳細フィ

ルタ 
  X 

変更 変更プロパティ   X 

 変更リスト   X 

 変更フィルタ   X 

コスト計画  コスト計画プロパティ   X 

 コスト計画リスト   X 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 コスト計画フィルタ   X 

 予算リスト   X 

 予算フィルタ   X 

コスト計画の詳細 
コスト計画の詳細のプロパ

ティ 
  X 

 
アイデア コスト計画請求の

詳細リスト 
  X 

 コスト計画の詳細リスト   X 

 コスト計画の詳細フィルタ   X 

 予算計画の詳細フィルタ   X 

総勘定元帳配置 
総勘定元帳配置借方プロパ

ティ 
  X 

 借方ルール リスト   X 

 借方ルール フィルタ   X 

 標準ルール借方プロパティ   X 

 標準ルール リスト   X 

 標準ルール フィルタ   X 

総勘定元帳配置の

詳細 

間接費ルールの詳細プロパ

ティ 
  X 

 間接費ルールの詳細リスト   X 

 間接費ルールの詳細フィルタ   X 

 借方ルールの詳細リスト   X 

 標準ルールの詳細リスト   X 

アイデア アイデアのプロパティ   X 

 アイデア リスト   X 

 アイデア フィルタ   X 

問題 問題のプロパティ   X 

 問題リスト   X 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 問題フィルタ   X 

 関連問題リスト    X 

他の作業 他の作業プロパティ   X 

 他の作業リスト   X 

 他の作業フィルタ   X 

製品 製品のプロパティ   X 

 製品リスト   X 

 製品フィルタ   X 

プロジェクト プロジェクトのプロパティ   X 

 プロジェクト リスト    X 

 プロジェクト フィルタ   X 

 プログラムのプロパティ   X 

 プログラム リスト   X 

 プログラム フィルタ   X 

 担当プロジェクト   X 

 サブプロジェクト選択リスト   X 

 サブプロジェクト選択フィル

タ 

  X 

 プロジェクト テンプレート 

フィルタ 

  X 

 プロジェクト リリース フィ

ルタ 

  X 

 プロジェクト要件フィルタ   X 

リソース リソース労働プロパティ   X 

 リソース備品プロパティ   X 

 リソース資材プロパティ   X 

 リソース経費プロパティ   X 

 ロールの労働プロパティ   X 



ビュー保護 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 ロールの備品プロパティ   X 

 ロールの資材プロパティ   X 

 ロールの経費プロパティ   X 

 リソース リスト   X 

 リソース フィルタ   X 

 リソースの選択リスト   X 

 リソース選択リスト   X 

 リソース ファインダ リスト   X 

 部門リソース リスト   X 

 リソースの選択フィルタ   X 

 リソース選択フィルタ   X 

 リソース ファインダ フィル

タ 

  X 

 部門のリソース フィルタ   X 

リソース貸方 リソース貸方   X 

 リソース貸方リスト   X 

 リソース貸方フィルタ   X 

リソース貸方詳細 リソース貸方詳細リスト   X 

リスク リスクのプロパティ   X 

 リスク リスト   X 

 リスク フィルタ   X 

 関連リスク リスト   X 

サービス サービス プロパティ   X 

 サービス リスト   X 

 サービス フィルタ   X 

 サービス加入リスト   X 

 サービス加入フィルタ   X 



ビュー保護 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 サービス加入リスト（追加）   X 

 サービス加入フィルタ（追加）   X 

ステータス レポー

ト 

ステータス レポートのプロ

パティ 

  X 

 ステータス レポート リスト   X 

 ステータス レポート フィル

タ 

  X 

タスク タスクのプロパティ   X 

 タスク リスト   X 

 タスク フィルタ   X 

 関連付けタスク リスト   X 

 ガント リスト   X 

 タスク リソース稼働ステー

タス リスト 

  X 

 プロジェクト要件タスク リ

スト 

  X 

 タスクの選択リスト   X 

 関連付けタスク フィルタ   X 

 ガント フィルタ   X 

 タスク リソース稼働ステー

タス フィルタ 

  X 

チーム スタッフ メンバのプロパ

ティ 

  X 

 プロジェクト チーム スタッ

フリスト 

 X  

 プロジェクト チーム詳細リ

スト 

 X  

 チーム スタッフリスト（投

資） 

  X 

 チーム詳細リスト（投資）   X 



サポート対象外となった属性 
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オブジェクト名 表示 新規 強化 変更なし 

 リソース配置リスト   X 

 リソース配置詳細リスト   X 

 チーム選択リスト   X 

 プロジェクト チーム フィル

タ 

  X 

 チーム フィルタ   X 

 リソース配置フィルタ   X 

 リソース選択フィルタ   X 
 

サポート対象外となった属性 

PMO アクセラレータ リリース 14.1 では、以下の属性が削除されており、

サポート対象外となっています。 

■ BTM 統合（ID： btm_integration） 

この属性は投資およびポートフォリオ投資オブジェクトで利用できまし

た。 この属性は、PMO アクセラレータでは提供されなくなりましたが、

アップグレードで自動的に削除されることはありません。 アップグレー

ドを行うお客様は、この属性を投資オブジェクトから手動で削除する必要

があります。これにより、この属性はポートフォリオ投資オブジェクトか

ら自動的に削除されます。  
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第 2 章： インストール情報 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

アドインのインストール (P. 21) 

自動的にインストールされるアドイン項目 (P. 23) 

アドイン項目のインストール（以前にインストールしたリリースのみ） (P. 
34) 

Jaspersoft ［拡張レポート］コンテンツのインポート (P. 37) 

CA ベスト プラクティス アクセラレータ (P. 39) 

PMO アクセラレータ サンプル データのインストール (P. 40) 
 

アドインのインストール 

ユーザがコンテンツを利用できるように、CA Clarity アプリケーション 

サーバに PMO アクセラレータ アドインをインストールします。 PMO アク

セラレータ アドインは CA Clarity PPM 製品に含まれており、すぐにインス

トールできます。 PMO アクセラレータ リリース 3.2 より前のリリースで

は、サポート サイトからアドイン インストーラをダウンロードする必要

がありましたが、これは必要なくなりました。 
 

以前の CA Clarity PPM リリースからアップグレードしており、PMO アクセ

ラレータがインストールされている場合は、その PMO アクセラレータも

アップグレードする必要があります。 CA Clarity PPM バージョンと共にイ

ンストールする必要があるアドインのバージョンを確認するには、認定お

よびサポートされているバージョンの表を参照してください。  
 

ベスト プラクティスとして、アドインをインストールする前に、既存の CA 

Clarity PPM インストール ディレクトリおよびデータベースをバックアッ

プすることを推奨します。  

以下の手順では、CA Clarity PPM アプリケーション サーバに PMO アクセラ

レータ アドインをインストールする方法について説明します。  
 

次の手順に従ってください： 

1. サービスの停止。  

2. インストール スクリプトの実行。 

3. サービスの起動 
 



アドインのインストール 
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サービスの停止。  

アドインをインストールする前に、CA Clarity PPM アプリケーション（ア

プリ）および CA Clarity PPM バックグラウンド（bg）サービスを停止しま

す。 サービスは Clarity システム管理から停止します。 CA Clarity PPM サー

ビスの停止に関する詳細については、「CA Clarity PPM インストール ガイ

ド」を参照してください。 
 

インストール スクリプトの実行  

以下の手順では、ルックアップ、クエリ、ポートレット、ページ、ビュー、

プロセス、グループ、リソース ロール、プロジェクト テンプレートおよ

びデータベース オブジェクトをインストールします。 
 

重要： 必要に応じてアプリケーションを前のバージョンに復元できるよ

うに、このアドインをインストールする前に、CA Clarity PPM インストー

ルをバックアップしてください。 アドインをインストールすると、アン

インストールすることはできません。  
 

次の手順に従ってください： 

1. コマンド プロンプトを開き、CA Clarity PPM の runtime/bin ディレクト

リに移動します。 

2. 以下のコマンドを入力します。 
admin content csk 

インストール プロセスが開始され、画面に情報が表示されます。 これ

らの情報はキャプチャされ、ログ ディレクトリにある admin.log ファ

イル内に格納されます。 出力ファイルは logs/content/xog/csk ディレク

トリに格納されます。 

3. インストールが完了したら、画面の出力やログに重要な情報がないか

どうかを確認します。 
 

サービスの起動  

アドインをインストールする前に、CA Clarity アプリケーション（app）サー

ビスと CA Clarity バックグラウンド（bg）サービスを起動します。 サービ

スは Clarity システム管理から起動します。 CA Clarity サービスの開始に関

する詳細については、「CA Clarity PPM インストール ガイド」を参照して

ください。   
 



自動的にインストールされるアドイン項目 
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自動的にインストールされるアドイン項目 

以下の項目について PMO アクセラレータによってインストールされた内

容を以前に設定している場合、この設定は保持されません。 これらはイ

ンストールまたはアップグレード時に上書きされます。 変更の適用が必

要なため、各 PMO リリースでは、これらの項目が強制的にインストール

されます。 テーブル内の説明列は、非オブジェクト変更に対して最初に

項目変更が含まれたリリースを参照します。 

 

名前 タイプ 説明 

利益計画の詳

細 

オブ

ジェク

ト 

以下の属性が［利益計画詳細オブジェクト］の［利益クラス］およ

び［利益サブクラス］にインストールされるように、この項目は強

制的にインストールされます。 

アイデア  オブ

ジェク

ト 

以下の属性および対応する表示マッピングが、［アイデア］オブジェ

クトの［ビジネス オーナー］、［優先処理］、［アイデア カテゴリ］、

［目標］、および［リクエスト タイプ］にインストールされるよう

に、この項目は強制的にインストールされます。  

また、CA Clarity PPM でインストールされる［アイデアの優先度］属

性の表示マッピングも含まれます。 

投資 オブ

ジェク

ト 

このアイテムは、次の属性および対応する表示マッピングが投資オ

ブジェクトに確実にインストールされるように強制的にインストー

ルされます： ［アーキテクチャの適合度］、［BTM 統合］、［ビジ

ネス整合性］、［ビジネス ユニット優先度］、［商品価値］、［企

業優先度］、［ポートフォリオ カテゴリ 1］、［ポートフォリオ カ

テゴリ 2］、［ポートフォリオ カテゴリ 3］、［ポートフォリオ カ

テゴリ 4］、［法的遵守性］、［テクノロジ準拠性］、および［作

業ステータス］。 

また、CA Clarity PPM でインストールされる次の属性の表示マッピン

グも含まれます： ［進捗ステータス］および［ステータス インジケー

タ］。  

ポートフォリ

オ投資 

オブ

ジェク

ト 

PMO アクセラレータ投資およびプロジェクト属性のポートフォリ

オ プロバイダおよびポートフォリオ ポートレットでの利用を保証

するために、この項目のインストールが強制的に行われます。  
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名前 タイプ 説明 

プロジェクト オブ

ジェク

ト 

このアイテムは、次の属性および対応する表示マッピングがプロ

ジェクト オブジェクトに確実にインストールされるように強制的

にインストールされます： ［ビジネス オーナー］、［コスト差異 (%)］、

［予想要因 1］、［予想要因 2］、［会計とガバナンス］、［目標］、

［プロジェクト カテゴリ］、［予測コスト差異］、［予測コスト差

異 (%)］、［予測工数差異］、［予測工数差異 (%)］、［プロジェク

ト マネジメント オフィス］、［プロジェクト テンプレート］、［プ

ロジェクト タイプ］、［ベースライン スケジュール］、［スケジュー

ル差異 (%)］、および［ステータス レポート］。 

また、CA Clarity PPM でインストールされる［リスク］属性の表示マッ

ピングも含まれます。  

ステータス レ

ポート 

オブ

ジェク

ト 

このアイテムは、ステータス レポート オブジェクト全体が PMO ア

クセラレータ と共に確実にインストールされるように強制的にイ

ンストールされます。 その属性のすべての変更および対応するすべ

ての表示マッピングが、インストール時に上書きされます。 これに

はオブジェクト ビューは含まれません。つまり、オブジェクト 

ビューは上書きされません。 

アイデアとプ

ロジェクトの

カテゴリでパ

ラメータ化し

たルックアッ

プ 

ルック

アップ 

PMO リリース 14.2： 

ルックアップ クエリがデータ ウェアハウスによって必要とされる

言語コード情報で更新されるように、この項目は強制的にインス

トールされます。  

PMO - プロジェ

クト ステータ

ス 

ページ PMO バージョン 3.0： 

このアイテムは、ページ レイアウトが PMO アクセラレータ と共に

確実にインストールされるように強制的にインストールされます。

次のポートレットが含まれます： ［プロジェクト インジケータ］、

［今後のマイルストーン］、［プロジェクト ベースライン］、［ス

テータス レポート インジケータ］、［トランザクション タイプ別

実績値］、および［チーム稼働ステータス］。 
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名前 タイプ 説明 

トランザク

ション タイプ

別実績値 

ポート

レット 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 クエリ 

プロバイダの変更は、パフォーマンスを向上させるために行われま

した。 これらのパフォーマンス向上の結果として、以下の列がポー

トレット設定で使用できなくなりました： ［残りの金額］、［請求］、

［請求コード］、［登録日］、［投資オブジェクト コード］、［プ

ロジェクト］、［プロジェクトの部門］、［プロジェクト エンティ

ティ］、［プロジェクト ID］、［プロジェクト内部 ID］、［プロジェ

クトの場所］、［リソース部門］、［リソース エンティティ］、［リ

ソース内部 ID］、［リソースの場所］、［タスク内部 ID］、［トラ

ンザクション クラス］、［トランザクション内部 ID］、［トランザ

クション タイプ］、および［WBS シーケンス］。 また、集計行も

削除されました。  

ポートレットは、Excel への詳細行のエクスポートをサポートできる

ように機能強化されました。   

ポートレットには、［トランザクション］/［リソース］/［日付］

列に続いてグリッドに表示される 2 つのプレースホルダ列がありま

す。 ポートレットが Excel にエクスポートされないと、これらのプ

レースホルダ列にはデータが表示されません。 ポートレットが Excel 

にエクスポートされると、リソース名およびトランザクション日が

プレースホルダ列に表示されます。 

コストとスケ

ジュールの概

要 

ポート

レット 

PMO リリース 14.1： 

パフォーマンス向上は、クエリ プロバイダに対して行われていま

す。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［プロ

パティ］アイコンは［ダッシュボード］アイコンによって置き換え

られ、プロジェクト ダッシュボードにリンクしています。 ［プロジェ

クト］列は、プロジェクト プロパティ ページにリンクするようにな

りました。 ［計画資本コスト］、［計画資本コスト (%)］、［計画

業務コスト］、および［計画業務コスト (%)］列は、このポートレッ

トに対する設定で追加できます。 ［実コスト］列は［実コスト 

(ACWP)］に名前が変更されました。 
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名前 タイプ 説明 

ポスト済みト

ランザクショ

ン レビュー 

ポート

レット 

PMO リリース 3.3：  

ポートレットに、列およびフィルタとして［コスト タイプ］が追加

されました。 ［請求コード］の後にあります。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［コス

ト タイプ］（列とフィルタ）および［入力番号］（フィルタのみ）

は、このポートレットに対する設定で追加できます。 ポートレット

はフィルタリングなしでは結果を表示せず、［投資フィルタ］が必

要になりました。 

注： このポートレットは、メニューの［ポスト済みトランザクショ

ン レビュー］ページから使用できます。 

ポスト済みト

ランザクショ

ン レビュー 

 

ポート

レット 

PMO リリース 3.3：  

ポートレットに、列およびフィルタとして［コスト タイプ］が追加

されました。 ［請求コード］の後にあります。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［コス

ト タイプ］（列とフィルタ）および［入力番号］（フィルタのみ）

は、このポートレットに対する設定で追加できます。  

注： このポートレットは、コスト計画詳細オブジェクト アクション

として使用できます。 

プログラム マ

ネージャ コス

ト ダッシュ

ボード 

ポート

レット 

PMO リリース 14.1： 

クエリが修正され、計画 ROI および計画 IRR がパーセント計算済み

数値として表示されます。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［プロ

パティ］アイコンは［ダッシュボード］アイコンによって置き換え

られ、プロジェクト ダッシュボードにリンクしています。 ［プロジェ

クト］列は、プロジェクト プロパティ ページにリンクするようにな

りました。 ［計画資本コスト］、［計画資本コスト (%)］、［計画

業務コスト］、および［計画業務コスト (%)］列は、このポートレッ

トに対する設定で追加できます。 ［実コスト］列は［実コスト 

(ACWP)］に名前が変更されました。  
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名前 タイプ 説明 

スケジュール

と進捗ステー

タス 

ポート

レット 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［計画

資本コスト］および［計画業務コスト］メトリックは、このポート

レットに対する設定で追加できます。  

チーム メン

バー タスク要

約 

ポート

レット 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、そのクエリ プロバイダへの変更がポートレットに

確実に反映されるように、強制的にインストールされます。 ［プロ

パティ］アイコンは［ダッシュボード］アイコンによって置き換え

られ、プロジェクト ダッシュボードにリンクしています。 ［プロジェ

クト］列は、プロジェクト プロパティ ページにリンクするようにな

りました。 タスクにガイドラインとして有効な URL が含まれている

か、またはサイトでガイドラインがセットアップされている場合、

ポートレットにはガイドライン アイコンが表示されるようになり

ました。  

トランザク

ション タイプ

別実績値 

クエリ PMO リリース 3.2：  

パフォーマンス向上は、このクエリ プロバイダに対して行われまし

た。  これらのパフォーマンス向上の結果として、以下の列がクエリ

から削除されました： ［残りの金額］、［請求］、［請求コード］、

［登録日］、［投資オブジェクト コード］、［プロジェクト］、［プ

ロジェクトの部門］、［プロジェクト エンティティ］、［プロジェ

クト ID］、［プロジェクト内部 ID］、［プロジェクトの場所］、［リ

ソース部門］、［リソース エンティティ］、［リソース内部 ID］、

［リソースの場所］、［タスク内部 ID］、［トランザクション クラ

ス］、［トランザクション内部 ID］、［トランザクション タイプ］、

［WBS シーケンス］。 また、クエリも Excel への詳細行のエクスポー

トをサポートできるように機能強化されました。 

コストと工数

ダッシュボー

ド 

クエリ PMO リリース 14.2： 

クエリが変更され、［作業ステータス］フィルタが作業ステータス

内部 ID を渡せるようになりました。 

PMO リリース 3.3：  

これは新しいクエリです。 このアイテムは、PMO アクセラレータを

以前のバージョンのアドインからアップグレードした際にデータ

ベース スキーマ変更エラーが確実に回避されるように、強制的にイ

ンストールされます。 
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名前 タイプ 説明 

コストとスケ

ジュールの概

要 

クエリ PMO リリース 14.1： 

パフォーマンス向上は、クエリ プロバイダに対して行われていま

す。 

PMO リリース 3.2：  

クエリには、［計画資本コスト］、［計画資本コスト (%)］、［計画

業務コスト］、および［計画業務コスト (%)］という新しいコスト列

が含まれるようになりました。 また、［実コスト］列も［実コスト 

(ACWP)］に名前が変更されました。 

現在の問題 クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

現在の問題の

リスト 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

フェーズ別

アーンド バ

リュー分析 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

投資リソース

稼働ステータ

ス 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリが変更され、CA Clarity PPM でロケール設定を変更しても、

ポートレットでは正しくフォーマットされた期間が表示されます。 

投資タイム

シートのレ

ビュー 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

投資タイム

シートの要約 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 
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名前 タイプ 説明 

問題管理 クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリには、プログラムを含めるためにフィルタ オプションがあり

ます。 既定では、このフィルタ オプションは［はい］に設定されて

おり、プログラムの問題がポートレットに表示されることを意味し

ます。 

優先度別問題 クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

問題のリスト クエリ PMO リリース 3.3：  

投資のプロパティへのリンクがクエリに追加されました。 

ステータス レ

ポート遅延 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリには、プログラムを含めるためにフィルタ オプションがあり

ます。 既定では、このフィルタ オプションは［はい］に設定されて

おり、プログラム遅延ステータス レポートがポートレットに表示さ

れることを意味します。 

遅延タスクと

マイルストー

ン  

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

マイルストー

ン 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

ステータス レ

ポート欠如 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリには、プログラムを含めるためにフィルタ オプションがあり

ます。 既定では、このフィルタ オプションは［はい］に設定されて

おり、プログラムのステータス レポート欠如がポートレットに表示

されることを意味します。 

マイ タイム

シート 

クエリ PMO リリース 14.1： 

クエリの MS SQL Server バージョンが修正され、いくつかの特定の状

況でクエリが重複したディメンション データを作成しなくなりま

した。  
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名前 タイプ 説明 

保留中の見積

もり 

クエリ PMO リリース 3.3：  

ETC の推奨変更がゼロの場合、クエリはレコードを除外します。 

PMO リリース 3.2：  

クエリは、値に設定された未確定の ETC のみを含みます。 未確定の 

ETC は、NULL である（値が入力されていない）場合、クエリ結果に

含まれません。 

プロセス ボト

ルネック 

クエリ PMO リリース 14.1： 

クエリは、プロセス マイルストーン ステップでアクション アイテ

ムと関連付けられた多くのレビュー担当者をサポートします。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

プログラム マ

ネージャ コス

ト ダッシュ

ボード 

クエリ PMO リリース 14.1： 

クエリが修正され、計画 ROI および計画 IRR がパーセント計算済み

数値として表示されるようになりました。 

PMO リリース 3.2：  

クエリには、［計画資本コスト］、［計画資本コスト (%)］、［計画

業務コスト］、および［計画業務コスト (%)］という新しいコスト列

が含まれます。 また、［実コスト］列も［実コスト (ACWP)］に名

前が変更されます。 

プログラム マ

ネージャ スケ

ジュール ダッ

シュボード 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

プロジェクト

分析 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 
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名前 タイプ 説明 

プロジェクト 

ベースライン 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリが変更され、CA Clarity PPM でロケール設定を変更しても、

ポートレットでは正しくフォーマットされた期間が表示されます。 

SQL Server 用にクエリが修正され、重複したディメンション エラー

を生成しなくなりました。 エラーの原因はクエリ内のデータベース

機能に関する問題でした。 長期のベースラインを計算する機能が修

正され、エラーが取り除かれました。 

フェーズ別プ

ロジェクト コ

スト 

クエリ PMO リリース 3.2：  

［実コスト］列は［実コスト (ACWP)］に名前が変更されました。 

リソース別プ

ロジェクト コ

スト 

クエリ PMO リリース 3.2：  

［実コスト］列は［実コスト (ACWP)］に名前が変更されました。 

タスク別プロ

ジェクト コス

ト 

クエリ PMO リリース 3.2：  

［実コスト］列は［実コスト (ACWP)］に名前が変更されました。 

［プロジェク

ト サイクル時

間分析］クエリ 

クエリ PMO リリース 14.2： 

クエリが変更され、期間には開始日と終了日が含まれます。 

PMO リリース 3.2：  

WBS にいくつかのレベル（フェーズとタスクを含む）がある場合、

クエリによって、ディメンションに関する重複したデータが生成さ

れなくなりました。 

プロジェクト 

ドキュメント 

レビュー 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

プロジェクト 

インジケータ 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

OBS 別プロ

ジェクト KPI 

クエリ PMO リリース 3.2：  

［プロジェクト詳細］列は［プロジェクト ダッシュボード］に名前

が変更されました。 マッピングが、横向き矢印 - 中間色アイコンか

らダッシュボード アイコンに変更されます。 
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名前 タイプ 説明 

プロジェクト 

ライフサイク

ルのレビュー 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

リスク管理 クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリには、プログラムを含めるためにフィルタ オプションがあり

ます。 既定では、このフィルタ オプションは［はい］に設定されて

おり、プログラム リスクがポートレットに表示されることを意味し

ます。 

スケジュール

と進捗ステー

タス 

クエリ PMO リリース 3.2：  

クエリには、［計画資本コスト］および［計画業務コスト］という

新しいコスト列が含まれます。  

スケジュール 

ダッシュボー

ド 

クエリ PMO リリース 3.3：  

これは新しいクエリです。 このアイテムは、PMO アクセラレータを

以前のバージョンのアドインからアップグレードした際にデータ

ベース スキーマ変更エラーが確実に回避されるように、強制的にイ

ンストールされます。 

スケジュール 

パフォーマン

ス 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリは、どの OBS ユニットにも関連付けられていないプロジェク

トからのタスクを含み、［スケジュール パフォーマンス詳細］ドリ

ルダウン ポートレットと一致する結果を表示するように変更され

ました。 

スケジュール 

パフォーマン

スの詳細 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

スタッフ配置  クエリ PMO リリース 14.1： 

ProjectID ページ リンク パラメータの名前が ID に変更されました。 

この変更で、［スタッフ割り当て］ポートレットを、プロジェクト 

ダッシュボード ページでの設定に利用できるようになります。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 
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名前 タイプ 説明 

スタッフ割り

当て 

クエリ PMO リリース 14.1： 

ProjectID ページ リンク パラメータの名前が ID に変更されました。 

この変更で、［スタッフ割り当て詳細］ポートレットを、プロジェ

クト ダッシュボード ページでの設定に利用できるようになります。 

PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

ステータス レ

ポート インジ

ケータ 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

ステータス レ

ポート リスト 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリには、プログラムを含めるためにフィルタ オプションがあり

ます。 既定では、このフィルタ オプションは［はい］に設定されて

おり、プログラム ステータス レポートがポートレットに表示される

ことを意味します。 

チーム キャパ

シティ 

クエリ PMO リリース 3.3：  

クエリが変更され、CA Clarity PPM でロケール設定を変更しても、

ポートレットでは正しくフォーマットされた期間が表示されます。 

チーム メンバ 

オーガナイザ 

クエリ PMO リリース 3.2：  

クエリは、タスクにガイドラインとして有効な URL が含まれている

か、またはサイトでガイドラインがセットアップされている場合に

ガイドライン アイコンを表示するように変更されています。 

タイムシート 

メモ 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 

タイムシート

のレビュー 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 
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名前 タイプ 説明 

トランザク

ション レ

ビュー 

クエリ PMO リリース 3.3：  

集計関数を持った量が、ディメンション プロパティからメトリック

に変換され、パワー フィルタで利用できなくなりました。 これは、

クエリ属性が集計関数を持ち、属性がパワー フィルタで選択されて

いる場合、CA Clarity PPM がシステム エラーを生成するからです。 

PMO リリース 3.2：  

クエリには、列およびフィルタとして［コスト タイプ］が含まれま

す。 また、パラメータ フィルタとして［入力番号］も含まれていま

す。 

今後のプロ

ジェクト マイ

ルストーン 

クエリ PMO リリース 3.2：  

このアイテムは、PMO アクセラレータを以前のバージョンのアドイ

ンからアップグレードした際にデータベース スキーマ変更エラー

が確実に回避されるように、強制的にインストールされます。 
 

アドイン項目のインストール（以前にインストールしたリリース

のみ） 

アドインの既存のインストールがある場合、または以前に CA Clarity PPM 

Studio オブジェクトが設定されている場合は、このセクションで記述され

ているステップを実行します。 アドインを初めてインストールするとき

は、これらの手順は必要ありません。 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity PPM へログインします。 

2. ［管理］を開き、Studio で［コンテンツ アドイン］をクリックします。  

［コンテンツ アドイン］ページが表示されます。 
 

3. ［アクセラレータ: プログラム マネジメント オフィス］アドイン（ID： 

csk）のリスト アイコンをクリックします。  

［Content Add-In Items List］ページが表示されます。 
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4. リスト内の項目を確認し、［更新の準備ができました］または［未イ

ンストール］である項目を選択します。このページで使用できるステー

タス フィルタを使用してください。 

［Status］は、アドイン項目が CA Clarity PPM にインストールされるか

どうかを示します。 

値： 

■ ［未インストール］。 このアドイン バージョンで新しく追加され

た項目、またはインストール時にエラーが発生した項目。 以前の 

CA Clarity PPM リリースからのアップグレードの後に PMO アクセ

ラレータが正しくアップグレードされていない場合は、いくつか

の項目が［未インストール］として表示され、アドインをインス

トールする必要があることを伝えるアラート メッセージが表示さ

れます。 アドインをインストールして、これらの項目のステータ

スを変更します。 

■ ［更新の準備ができました］。 以前のアドイン バージョンからイ

ンストールしている項目で現在のアドイン バージョンで更新され

ている項目、または Studio を使用して更新したビューでアドイン

によって更新されたビュー。 

重要： 項目をインストールする前に、項目に対して行った設定を考

慮してください。 変更された項目をインストールすると、設定が

上書きされます。 

■ ［インストール済み］。 インストールされている項目です。 

5. インストールする製品を選択します。 

PMO アクセラレータ リリース 14.2 で更新された項目のリストと各更

新の説明については、「PMO リリース 14.1 から PMO リリース 14.2 へ

のアップグレード (P. 51)」を参照してください。 

ユーザが以前に Studio オブジェクト ビューを設定している場合、設定

は保持され、インストール中に上書きされません。 それらを選択する

ことにより、インストールするビューを決定できます。 PMO アクセラ

レータによるビューの設定方法の詳細については、「PMO アクセラ
レータ製品ガイド」を参照してください。 
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6. （アップグレードの場合のみ）ステータスが「更新の準備ができまし

た」になっているアクティブなプロセス インスタンスがある場合は、

それらをすべてキャンセルして削除します。 

CA Clarity PPM 管理者に問い合わせるか、「管理ガイド」を参照してく

ださい。 

7. ［Install］をクリックします。 

［コンテンツ項目のインストールを確認］ページに、インストールを

選択された項目が表示されます。  選択された項目が他の項目と依存関

係にある場合は、ページに依存項目も表示されます。これらの項目も

インストールする必要があります。 

重要： 項目をインストールする前に、項目に対して行った設定を考慮

してください。 変更された項目をインストールすると、設定が上書き

されます。 
 

8. 項目を更新またはインストールするには、［はい］をクリックします。 

［確認］または［インストール］ページにリスト表示される項目がユー

ザによって事前に変更された場合は、更新を表示する前に、その項目

がユーザに示されます。 

詳細については、Studio 開発者のドキュメントを参照してください。 
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Jaspersoft ［拡張レポート］コンテンツのインポート 

以下の手順では、ドメイン、レポート、入力コントロール、ローカライゼー

ション バンドル、画像、テンプレート、データ ソース、およびロールを

インポートします。 また、［CA Clarity システム管理（CSA）レポート］サ

ブタブで指定した組織名とユーザも作成します。  

重要： Jaspersoft ［拡張レポート］コンテンツをインポートする前に、［CSA 

レポート］サブタブで組織名およびユーザを指定する必要があります。 さ

らに、レポートの多くは、PMO アクセラレータで提供されるオブジェク

トと属性を参照しているため、PMO アクセラレータ リリース 14.2 が、

Jaspersoft ［拡張レポート］コンテンツの前提条件になります。 

Jaspersoft ［拡張レポート］コンテンツをインポートする前に、Jaspersoft お

よび CA Clarity PPM の拡張レポート設定の手順を完了する必要があります。 

拡張レポートの設定方法に関する詳細については、「CA Clarity PPM イン
ストール ガイド」を参照してください。 

このインポートでは以下を実行します。 

■ 組織を作成します。 インポート前に［CSA レポート］サブタブで組織

名を定義します。 

■ 組織のリポジトリ内に CA PPM フォルダおよびそのサブフォルダを作

成します。 CA PPM フォルダには Jaspersoft ［拡張レポート］コンテン

ツ項目がすべて含まれます。 

■ ［拡張レポート］ロールを作成します。 これらのロールの説明につい

ては、「CA Clarity PPM 管理ガイド」を参照してください。  

■ PMO アクセラレータのロールを作成します。 このロールに応じてコン

テンツの権限が決まり、ロールの先頭は「CSK_」になります。 

■ データベースに固有なデータ ウェアハウスのスキーマ所有者名を持

つドメインを更新します。 

■ ［UI テーマ］をアップロードします。 

■ ［共有］フォルダを作成します。 

■ Jaspersoft 管理者ユーザを作成します。 既定ユーザは「ppmjasperadmin」

です。 このユーザは、インポート前に［CSA レポート］サブタブで変

更できますが、インポート後には変更しないでください。 ［Jaspersoft 

ユーザの作成および更新］ジョブおよび［データ ウェアハウスのロー

ド］ジョブでは、ドメインが動的に更新されるため、このユーザが必

要になります。 
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次の手順に従ってください： 

1. コマンド プロンプトを開き、CA Clarity PPM の runtime/bin ディレクト

リに移動します。 

2. 以下のコマンドを入力します。 
admin content-jaspersoft csk -userName superuser -password <パスワード> 

インポート プロセスが開始され、画面に情報が表示されます。 情報は

ログ ファイルに記録されません。 インポート プロセスにはスーパー

ユーザ ユーザが必要です。 

3. インポート完了後、画面に重要な情報が表示されていないかを確認し

ます。 

4. ［管理］を開き、Studio で［コンテンツ アドイン］をクリックします。  

［コンテンツ アドイン］ページが表示されます。 

5. ［アクセラレータ: プログラム マネジメント オフィス］アドイン（ID： 

csk）をクリックします。  

［コンテンツ アドイン アクセラレータ: プログラム マネジメント オ

フィス - プロパティ］ページが表示されます。 

6. このページの［バージョン］セクションに含まれる［Jaspersoft コンテ

ンツ インストール日］を確認します。 

オプションのインポート パラメータ：  

■ コンテンツのアップグレードまたは再インポートの場合は、以下の

アップグレード パラメータを使用します。 
admin content-jaspersoft csk -userName superuser -password <パスワード> upgrade 

注： アップグレード パラメータの前にはダッシュ（-）を付けないでく

ださい。 

重要： 拡張レポート コンテンツがすでにインポート済みの場合は、

アップグレード パラメータを使用してこのコンテンツを再インポー

トする必要があります。 アップグレード パラメータは以下を実行しま

す。  

■ CA PPM フォルダの権限を上書きします。  

■ CA PPM フォルダ内の標準設定サブフォルダ（権限を含む）を上書

きします。 

■ CA PPM フォルダおよびサブフォルダ内の標準設定の Jaspersoft 

［拡張レポート］項目（権限を含む）を上書きします。 項目には

ドメイン、入力コントロールなどが含まれます。  
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■ ［CA PPM］/［レポート］サブフォルダ内のすべてを削除し、標準

設定のレポートを再作成します。 この削除には、標準設定および

特定の顧客のレポートとサブフォルダが含まれます。 ［レポート］

サブフォルダ内でレポートの作成、レポート フィルタの保存、ま

たはレポートのスケジュールを行った場合、これらの項目は再イ

ンポート後に削除されます。  

■ PMO アクセラレータに含まれる既定の jaspersoft_csk.zip ファイル以外

のファイルをインポートする必要がある場合は、fileName パラメータ

を使用します。 
admin content-jaspersoft csk -userName superuser -password <パスワード> -fileName 

jaspersoft_csk.zip 

■ ネットワークの遅延により、-retryCount の値の増加を求めるエラー 

メッセージが表示され、インポートに失敗する可能性があります。 

-retryCount <数> パラメータを使用して待機時間を増やします。数字の 

1 は 10 秒に相当します。 たとえば、以下のコマンドでは 50 が設定さ

れており、これは 500 秒に相当します。 規定値は 20 です。 
admin content-jaspersoft csk -userName superuser -password <password> -fileName 

jaspersoft_csk.zip –retryCount 50 
 

CA ベスト プラクティス アクセラレータ 

PMO アクセラレータ v2.0 以降、PMO アクセラレータ アドインには、ベス

ト プラクティス アクセラレータ（BPA）が以前にインストールされている

場合にすでに存在する可能性のある、ポートレット、プロセス、サブオブ

ジェクト、テンプレートが含まれています。 PMO アクセラレータ v1.3 か

らアップグレードしており、BPA をインストールしている場合は、PMO ア

クセラレータ リリース 14.2 にアップグレードする方法の詳細については、

「Upgrading from Clarity’s Best Practices Accelerator to PMO アクセラレータ 

v2.1」というドキュメントを参照してください。 
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PMO アクセラレータ サンプル データのインストール 

PMO アクセラレータのサンプル データをインストールすると、CA Clarity 

PPM の機能の例を確認して使用できます。  

重要： サンプル データは厳密にテストまたは開発環境向けです。 実稼働 

CA Clarity PPM サーバにはサンプル データをインストールしないでくださ

い。 データを含む CA Clarity PPM サーバにサンプル データをインストール

すると、エラーになったり、既存のデータを上書きしたりすることがあり

ます。 サンプル データをインストールした後は、それを削除できません。 

アドイン サンプル データをインストールする前に、システム通貨を USD 

に設定し、CA Clarity アプリケーション（app）および CA Clarity バックグラ

ウンド（bg）サービスを停止します。  

以下の手順に従います。 

1. 管理者として、または［会計保守 - 会計管理］および［会計保守 - FOS 

（会計組織構造）］グローバル アクセス権を持つ任意のユーザとして 

CA Clarity PPM にログインします。 

2. ［管理］を開き、［会計］メニューから［セットアップ］をクリック

します。 

会計管理の既定値ページが表示されます。 

3. 通貨に USD を選択して保存します。 

4. CA Clarity システム管理にログインします。 

5. ［ホーム］を開き、［すべてのサービス］をクリックします。 

6. CA Clarity アプリケーション（app）サービスと CA Clarity バックグラウ

ンド（bg）のチェック ボックスをオンにします。 

7. ［停止］をクリックします。 

8. IBM WebSphere を使用している場合は、アプリケーション サーバの管

理コンソールを使用して、CA Clarity システム管理とアプリケーション

を停止します。 

詳細については、J2EE ベンダーのドキュメントを参照してください。 

9. コマンド プロンプトを開き、CA Clarity PPM の runtime/bin ディレクト

リに移動します。 

10. 以下のコマンドを入力して、サンプル データをインストールします。 
admin content-demo csk 
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インストール プロセスが開始され、画面に情報が表示されます。 出力

ファイルは logs/content/xog/csk ディレクトリに格納されます。 

11. インストールが完了したら、画面の出力やログに重要な情報がないか

どうかを確認します。 

12. アドインをインストールする前に、CA Clarity アプリケーション（app）

サービスと CA Clarity バックグラウンド（bg）サービスを起動します。 

13. ［管理］を開き、Studio で［コンテンツ アドイン］をクリックします。  

［コンテンツ アドイン］ページが表示されます。 

14. ［アクセラレータ: プログラム マネジメント オフィス］アドイン（ID： 

csk）をクリックします。  

［コンテンツ アドイン アクセラレータ: プログラム マネジメント オ

フィス - プロパティ］ページが表示されます。 

15. このページの［バージョン］セクションに含まれる［サンプル データ 

インストール日］を確認します。 
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第 3 章： 認定およびサポートされている

バージョン 
 

以下の PMO アクセラレータ と CA Clarity PPM の組み合わせのみが認定お

よびサポートされています。 この表で、正しい PMO アクセラレータ と CA 

Clarity PPM の組み合わせがあることを確認してください。 

 

CA Clarity PPM バージョン アドインのバージョン 

14.2 14.2 

14.1 14.1 

13.3 3.3 

13.2 3.2 

13.1 3.1 

13.0 3.0 

12.1 2.2 

8.1.5/CA Clarity PPM v12.0.6 2.1.1 

8.1.5/CA Clarity PPM v12.0.5 2.1 

8.1.5 2.0 

8.1 Service Pack 2 1.3 

8.1.1 1.2 

重要： PMO v1.2 から PMO v3.0 へのアップグレードは、有効なアップグ

レード パスではありません。 PMO v1.2 をインストールしている場合は、

PMO リリース 3.1 以降にアップグレードする必要があります。  

PMO v1.2 より前のバージョンからアップグレードする場合は、PMO リ

リース 3.3 にアップグレードする前に、COP_PROJECT_ROLLOUP_V データ 

ベース ビューにパッチを適用して、PRASSIGNMENT テーブルの 

PRBASESUM 列への参照を削除する必要があります。 パッチを入手するに

は、テクニカル サポートにお問い合わせください。  
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第 4 章： ローカライゼーション 
 

ユーザ インターフェースは、サポートされている以下の言語で利用でき

ます。 

■ ポルトガル語（ブラジル） 

■ カタロニア語 

■ 中国語 

■ チェコ語 

■ デンマーク語 

■ オランダ語 

■ 英語 

■ フィンランド語 

■ フランス語 

■ ドイツ語 

■ ハンガリー語 

■ イタリア語 

■ 日本語 

■ ノルウェー語 

■ ポーランド語 

■ ロシア語 

■ 中国語（簡体字） 

■ スペイン語 

■ スウェーデン語 

■ トルコ語 

ローカライズ済みドキュメントの最新版は、CA サポートの［ドキュメン

ト］リンクからオンラインで利用できます。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 5 章： ドキュメント 
 

「PMO アクセラレータ製品ガイド」には製品概要およびインストール情

報が記載されています。 また、このガイドにはアドインの使用方法に関

する詳細なプロセスと手順が含まれています。 

「PMO アクセラレータ製品ガイド」と「リリース ノート」の最新のバー

ジョンは、CA サポートの［ドキュメント］ページから利用可能です。 ド

キュメントの最新版については、この Web サイトに定期的にアクセスし

てください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 6 章： 追加リソース 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

テクニカル サポートへのお問い合わせ (P. 49) 
 

テクニカル サポートへのお問い合わせ 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイトをご覧ください。 

Web アドレス： 

http://www.support.ca.com  

電話番号： 

北アメリカ： 1 888 （550） 6458 

ヨーロッパ： 44 08459 （888788） 

アジア太平洋： 61 3 （9821） 3000 
 

 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 7 章： アップグレード情報 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

PMO リリース 14.1 から PMO リリース 14.2 へのアップグレード (P. 51) 
 

PMO リリース 14.1 から PMO リリース 14.2 へのアップグレード 

PMO リリース 14.1 がインストールされていて、PMO リリース 14.2 にアッ

プグレードする場合は、インストールされていない項目が［Content Add-In 

Items List］ページに表示されます。 これらの項目のステータスには、［更

新の準備ができました］と表示されます。 多くの場合、項目が［更新の

準備ができました］と表示される理由は、新しいアドイン バージョンに

含まれる項目に更新があるためです。 

以下の表に、PMO リリース 14.1 が完全にインストールおよび適用され（す

べてのカスタム ビューを含む）、PMO リリース 14.2 にアップグレードさ

れたシナリオを示します。 テーブル内の項目は、コンテンツ項目をキー

としてアルファベット順に並べ替えられます。  

重要： 表を参照して、［更新の準備ができました］ステータスを持ったア

ドイン項目のインストールに推奨されるアクションの説明を確認してく

ださい。 更新の適用が、「強く推奨」、「推奨」、または「オプション」

のいずれかを判断できます。 

以下のフィールドが表に表示されます。 

コンテンツ項目 

項目名を示します。［Content Add-In Items List］ページのコンテンツ項

目と同じです。 
 

タイプ 

項目タイプを示します。［Content Add-In Items List］ページのタイプと

同じです。 
 

説明 

更新の説明、および更新を適用する理由についての簡単な説明です。 
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アクション 

項目に対して実行する必要のあるアクションを示します。 

値： 

■ SR。 更新が強く推奨されます。 これはインストールする必要があ

ります。 

■ R。 更新が推奨されます。 これはインストールする必要がありま

す。  
 

■ O。 更新はオプションです。 カスタム ビューまたは項目を変更し

た場合または変更が上書きされるのを望まない場合以外は、更新

のインストールを推奨します。  ビューの更新を適用しない場合は、

変更の説明を読み、設定されたビューで手動で変更を行うことを

考慮するようにしてください。 
 

重要： 項目をインストールする前に、項目に対して行った設定を考慮

してください。 変更された項目をインストールすると、設定が上書き

されます。 

  

コンテンツ項目 タイプ 説明 アクション 

プロジェクト 

チーム詳細リス

ト ビュー  

表示 このビューは［コスト合計の更新］アクションを含

むように更新されています。  必要に応じて、それを

適用する代わりに、CA Clarity PPM Studio でこの

ビューを手動で変更できます。 ［管理］を開き、Studio 

メニューで［オブジェクト］をクリックします。 ［チー

ム］オブジェクトを選択し、［ビュー］タブから［プ

ロジェクト チーム - 詳細］ビューの［アクション メ

ニュー］リンクをクリックします。 ［概要］メニュー

を選択し、［コスト合計の更新］アクションを［選

択されたアクション］に移動します。  

O 

プロジェクト 

チーム スタッフ 

リスト ビュー  

表示 このビューは［コスト合計の更新］アクションを含

むように更新されています。  必要に応じて、それを

適用する代わりに、CA Clarity PPM Studio でこの

ビューを手動で変更できます。 ［管理］を開き、Studio 

メニューで［オブジェクト］をクリックします。 ［チー

ム］オブジェクトを選択し、［ビュー］タブから［プ

ロジェクト チーム - スタッフ］ビューの［アクショ

ン メニュー］リンクをクリックします。 ［概要］メ

ニューを選択し、［コスト合計の更新］アクション

を［選択されたアクション］に移動します。 

O 
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